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目的

・職場巡視は、産業看護職にとって最も重要
かつ必要な業務の一つである。

・産業看護職において、職場巡視の法的根拠
が未だない。

・産業看護職を対象にした職場巡視の意識・・産業看護職を対象にした職場巡視の意識・
実態調査は見当たらない。

産業看護職の職場巡視の実態（課題等も含
む）を明らかにして、職場巡視の重要性や意
義を見いだす。



方法
＜対象＞

＜方法＞

・当センターで把握している産業看護職 270名、

産業医 532名、衛生管理者等 566名。

・聴き取り調査からアンケートを作成し、本アンケー
ト送付。

・産業看護職111名（回収率：57.8％、有効回答率：41.1%）

・産業医187名（回収率：40.4％、有効回答率：35.2%）

・衛生管理者等282名（回収率：56.7％、有効回答率：49.8%）

＜解析対象＞

ト送付。
＊質問内容：「巡視の頻度、効果等」、「産業看護職が巡

視することのニーズなど」



訪問聴き取り調査の場面

保健指導の場面

職場巡視の場面



結果

１）産業看護職

＜回答を得た産業看護職111名の特徴＞

性別 （最頻値）、（％） 女性、100％

年齢 （最頻値）、（％） 「40歳-49歳」、 37.8％

産業看護職経験年数 （最頻値）、（％） 「3年未満」と「20年以上」 、合計43.2％産業看護職経験年数 （最頻値）、（％） 「3年未満」と「20年以上」 、合計43.2％

雇用形態 （最頻値）、（％） 「正社員（職員）」、 55.9％

勤務先 （最頻値）、（％） 「企業・事業場の健康管理室」、 48.6％

担当労働者数 （最頻値）、（％） 「1000人以上」、 28.8％

衛生管理者としての兼務状況（最頻値）、（％） 「兼務していない」、 71.2％



＜職場巡視の状況＞

あまり

無回答
2.7％、3名

回答を得た産業看護職 111名のうち

「職場巡視を定期的に行っているか」

定期・不定期に行って
いる73名（65.7%）のう
ち、

不定期
27.0％、30名

定期
38.7％、43名

あまり

行っていない
31.5%、35名

★巡視の頻度
「月に1回」50.7%
「週に1.2回」27.4%

★巡視の同行メンバー
「産業医」68.5%
「衛生管理者」42.5%
「一人で」30.1%



職場巡視に定期的・不定期に行っている73名の産業看護職より

「職場巡視の際、主に心がけていること」

仕事の邪魔をしない

労働者の声を聞く

指摘事項だけでなく、良好な点も見る

前回の職場巡視の指摘事項を確認

68.5%

68.5%

64.4%

35.6%

34.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

服装に心掛けている

チェックリストを持参

重視して見る部分を決める

客観的に測定できる道具を持参

作業環境測定結果を確認

その他

34.2%

30.1%

16.4%

12.3%

8.2%

4.1%

職場巡視で心掛けている事
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

「労働者の声を聞く」
衛生管理者等 57％
産業医38.3%



職場巡視に定期的・不定期に行っている73名の産業看護職より

「職場巡視に行って、実際どのような体験をしたか」

業務内容がよく分かった

スタッフや労働者との

コミュニケーションの一環になった

企業・事業場そのものがよく分

かった

疾病や災害の未然防止につな

がった

64.4%

60.3%

56.2%

23.3%

0% 20% 40% 60% 80%

がった

労働者等へのアピールになった

労働者の信頼を得られた

まだ効果を体験していない

その他、実際の事例

無回答

16.4%

15.1%

8.2%

12.3%

4.1%

職場巡視で実際に体験した効果 0% 20% 40% 60% 80%



調査に回答があった産業看護職 111名のうち

「産業看護職が職場巡視することは労働者
の健康支援に効果的か」

「分からない」
17.1%、19名

「無回答」
2.7％、3名 理由

「労働者の業務内容
を理解して、保健指

「効果的だと思う」
80.2％、89名

17.1%、19名

※「あまり効果的だと思わない」0名

を理解して、保健指
導等を行う際の参考
になる」95.5%

「企業・事業所その
ものの理解」68.5%

「コミュニケーション
の一貫」65.2%



2）産業医

＜回答を得た産業医187名の特徴＞

性別 （最頻値）、（％） 男性、85％

年齢 （最頻値）、（％） 「60歳以上」、55.6％

産業医経験年数 （最頻値）、（％） 「10年以上15年未満」 、29.9％

勤務先 （最頻値）、（％） 「開業医」、 67.6％

担当労働者数 （最頻値）、（％） 「100-299人」、 29.4％



調査に回答があった産業医 187名のうち

「産業看護職が職場巡視することは労働者
の健康支援に効果的か」

「効果的だと思う」「分からない」

「無回答」
10.2％、19名

「効果的だと思う」
52.9%、99名

「分からない」
29.9%、56名

「あまり効果的だと
思わない」7%、13名

理由

「労働者の業務内容を
理解して、保健指導等
を行う際の参考になる」

73.7%



2）衛生管理者等

＜回答を得た衛生管理者等282名の特徴＞

性別 （最頻値）、（％） 男性、76％

年齢 （最頻値）、（％） 「40歳-49歳」と「50歳-59歳」、合計68.8％

衛生管理者等経験年数 （最頻値）、（％） 「5年以上10年未満」、 28.7％

職種 （最頻値）、（％） 「衛生管理者」、 76.2％

担当労働者数 （最頻値）、（％） 「100-299人」 、35.8％



調査に回答があった衛生管理者等 282名のうち

「産業看護職が職場巡視することは労働者
の健康支援に効果的か」

「効果的だと思う」

「分からない」
24.1%、68名

「無回答」
10.2％、19名

「効果的だと思う」
62.8%、177名

24.1%、68名

「あまり効果的だと思わ
ない」 9.6%、27名

理由
「労働者の業務内容を
理解して、保健指導等
を行う際の参考になる」

71.8%



考察
・産業看護職の約７割が職場巡視している⇒巡視の効果を産業看護職の８割が実
感している。

・産業医・衛生管理者の５～６割が、産業看護職の職場巡視は労働者の健康支援に
効果があると回答。

・産業看護職の職場巡視は、労働者の健康支援（特に労働者の業務内容を理解
して保健指導等を行う際）に効果がある。

しかし、産業看護職において、疾病や災害の未然防止につながったという巡視の効

・産業看護職が感じている巡視の効果を産業医や衛生管理者等と十分には共有で
きていない部分もあると推察される。

・産業看護職において、作業環境および作業方法に関する問題点を指摘し改善にま
で結びつける知識・経験不足もあると考えられる。

・産業医や衛生管理者等においても、予算がない、担当者がいない、手が回らない
などの理由から改善にまで持ち上げることのできない部分等もあると考えられる。

しかし、産業看護職において、疾病や災害の未然防止につながったという巡視の効
果は、労働者の業務内容を理解する等の他の巡視の効果と比較し23.3％と低い割
合である。



まとめ

・産業看護職の職場巡視は、労働者の健康支援
（特に労働者の業務内容を理解して保健指導等
を行う際）に効果がある。

しかし、産業看護職の職場巡視の効果が十分
には活かされていない現状がある。には活かされていない現状がある。

・産業看護職の職場巡視の効果を十分に活かす
ためには、産業看護職の職場巡視の効果を活か
すシステム形成や、産業看護職の巡視のスキル
アップや、産業看護職のPR等が必要である。


